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平成19年 3 月30日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第18号
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規
　
則

◯
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
七
・
障
害
福

祉
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
砂
防
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
八
・
河

川
砂
防
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
（
三
九
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
三
十
七
号

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
第
十
五
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
十
四
号
を
第
二
十

三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

二
十
四
　
法
第
六
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
施
設

給
付
費
等
の
支
給
の
要
否
を
決
定
す
る
こ
と
。

二
十
五
　
法
第
六
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
重
症
心
身
障

害
児
施
設
支
援
に
係
る
障
害
児
施
設
給
付
費
等
の
支
給
の
要
否
を
決
定

す
る
こ
と
。

二
十
六
　
令
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負
担
上
限
月
額
を

定
め
る
こ
と
。

二
十
七
　
令
第
二
十
七
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
施
設
医

療
負
担
上
限
月
額
を
定
め
る
こ
と
。

第
二
条
第
一
項
中
第
十
三
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
二
十

一
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
、
第

八
号
、
第
九
号
及
び
次
号
か
ら
第
十
四
号
」
を
「
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま

で
、
第
十
二
号
、
第
十
五
号
、
第
十
六
号
及
び
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
三

号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加

え
る
。

十
九
　
法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
障
害
児
の
保
護
者

若
し
く
は
障
害
児
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す

る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ

の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問

さ
せ
る
こ
と
。

二
十
　
法
第
五
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
、
官
公
署
に
対
し
必
要
な
文

書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ

の
他
の
機
関
若
し
く
は
障
害
児
の
保
護
者
の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人

に
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

第
二
条
第
一
項
中
第
十
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で

を
七
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
と
し
て
次
の
七

号
を
加
え
る
。

一
　
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
受
理
す
る
こ

と
。

二
　
法
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
障
害
児
施
設
給
付
費

の
支
給
の
要
否
を
決
定
す
る
こ
と
。

三
　
法
第
二
十
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
障
害
児
施
設
給
付
費

を
支
給
す
る
期
間
を
定
め
る
こ
と
。

四
　
法
第
二
十
四
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
施
設
給
付
決
定
保
護

者
に
対
し
施
設
受
給
者
証
を
交
付
す
る
こ
と
。

五
　
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
施
設
給
付
決
定
を
取

り
消
す
こ
と
。

六
　
法
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
施
設
給
付
決
定
保
護

者
に
対
し
施
設
受
給
者
証
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
。

七
　
法
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
入
所
障
害
児
食
費

等
給
付
費
の
支
給
の
要
否
を
決
定
す
る
こ
と
。

第
十
条
の
見
出
し
中
「
証
票
」
を
「
証
票
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
別
記

様
式
」
を
「
様
式
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
五
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
の
十

五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

別
記
様
式
中
「
別
記
様
式
　
身
分
証
明
書
（
第10

条
関
係
）
」
を
「
様
式

第
１
号
（
第10

条
第
１
項
関
係
）
」
に
改
め
、
同
様
式
裏
面
中
「
吏
員
」
を

「
職
員
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
一
号
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一

様
式
を
加
え
る
。

規
　
　
　
　
　
　
則

別
記
様
式
　
身
分
証
明
書
（
第
10
条
関
係
）

様
式

第
１
号
（
第
10条
第
１
項
関
係
）
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附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

砂
防
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
三
十
八
号

砂
防
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

砂
防
法
施
行
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

砂
防
法
施
行
細
則

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
の
施
行
に
つ
い
て

は
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十
二
号
）
及
び
砂

防
法
施
行
条
例
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
条
例
第
三
十
二
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

第
三
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
身
分
を
示
す
証
明
書
の
携
帯
等
）

第
三
条

砂
防
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
砂
防
指
定
地
又
は
こ

れ
に
隣
接
す
る
土
地
に
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す

様
式
第
十
一
号
に
よ
る
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
っ
た
と

き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
十
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
三
十
九
号

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
四
十

九
年
秋
田
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
細
則

題
名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
）

第
二
章

優
良
な
宅
地
の
造
成
の
認
定
（
第
二
条
―
第
九
条
）

第
三
章

優
良
な
住
宅
の
新
築
の
認
定
（
第
十
条
―
第
十
二
条
）

第
四
章

特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
等
の
認
定
（
第
十
三
条
―
第
十
七
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
十
八
条
）

附
則

第
一
章

総
則

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
及
び
租

税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
。
以
下

「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
二
章

優
良
な
宅
地
の
造
成
の
認
定

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
優
良
宅
地
の
認
定
の
申
請
）
」
に
改
め
、
同
条

第
一
項
中
「
第
六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
、
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第

十
四
号
ハ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
ハ
」
を
「
第
三
十
一
条

の
二
第
二
項
第
十
四
号
ハ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
ハ
又
は
第

六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
」
に
、
「
基
づ
く
」
を
「
よ
る
」
に
、
「
優
良

宅
地
認
定
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請

書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
図
書
」
を
「
書
類
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
設
計
説
明
書

第
二
条
第
二
項
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
　
申
請
者
が
土
地
区
画
整
理
組
合
と
の
契
約
に
基
づ
き
土
地
区
画
整
理

組
合
に
代
わ
つ
て
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九

号
）
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
（
以
下
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
と
き
は
、
省
令
第

十
三
条
の
三
第
八
項
第
二
号
ロ
又
は
第
二
十
一
条
の
十
九
第
九
項
第
二

号
ロ
に
掲
げ
る
書
類

第
二
条
第
二
項
第
八
号
中
「
必
要
と
認
め
ら
れ
る
」
を
「
知
事
が
必
要
と

認
め
る
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
認
定
済
証
の
交
付
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
場

合
は
、
認
定
書
（
様
式
第
三
号
）
」
を
「
と
き
は
、
申
請
者
に
別
に
定
め
る

様
式
に
よ
る
認
定
済
証
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
工
区
に
分
け
た
場
合
は
」
を
「
造
成
区
域
を
工
区
に

分
け
た
と
き
は
、
」
に
、
「
優
良
宅
地
証
明
申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
」
を

「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
造
成

が
、
」
を
「
造
成
が
」
に
、
「
場
合
に
は
、
証
明
書
（
様
式
第
五
号
）
」
を

「
と
き
は
、
申
請
者
に
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
廃
止
」
の
下
に
「
の
届
出
」
を
加
え
、
同
条
中

「
宅
地
造
成
工
事
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
届
出
書
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
認
定
に
基
づ
く
」
を
削
り
、
同
条
中
「
基
づ
く
」

を
「
よ
る
」
に
、
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
本
文
及
び
第
六
十

二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
本
文
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四

号
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
「
証
明
書
の
交
付

の
」
を
削
り
、
「
限
り
、
地
位
承
継
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）
」
を
「
別
に

定
め
る
様
式
に
よ
る
届
出
書
」
に
、
「
提
出
し
」
を
「
提
出
し
た
と
き
は
」

に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九

号
）
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
「
が
完
了
し
た
後
、
」
を
「
に
よ
る
」

に
、
「
基
づ
く
」
を
「
よ
る
」
に
、
「
同
法
」
を
「
土
地
区
画
整
理
法
」

に
、
「
後
、
優
良
宅
地
認
定
申
請
書
」
を
「
（
以
下
「
換
地
処
分
の
公
告
」

と
い
う
。
）
後
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
」
に
、
「
提
出
す
る
も

の
と
す
る
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
を
「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
区
画
整

理
事
業
」
に
、
「
優
良
宅
地
認
定
申
請
書
」
を
「
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
造
成
が
、
」
を
「
造
成
が
」
に
、
「
場
合
は
、
証
明
書
（
様
式

第
八
号
）
」
を
「
と
き
は
、
申
請
者
に
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
証
明
書
」

に
改
め
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
三
章

優
良
な
住
宅
の
新
築
の
認
定

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
優
良
住
宅
の
認
定
の
申
請
）

第
十
条

法
第
二
十
八
条
の
四
第
三
項
第
六
号
、
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項

第
十
五
号
ニ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号
ニ
又
は
第
六
十
三
条

第
三
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
「
優
良
住
宅
の
認
定
」
と
い

う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
住
宅
の
新
築
の
工
事
完
了
後
に
別
に

定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
五
号
ニ
又
は
第
六
十
二
条
の
三

第
四
項
第
十
五
号
ニ
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
は
、
住
宅
の
新
築
の
工

事
着
手
後
で
、
か
つ
、
優
良
住
宅
の
認
定
が
可
能
な
程
度
に
工
事
が
進
行

し
て
い
る
と
き
は
、
工
事
完
了
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
当
該
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
た
一
団
の
宅
地
（
以
下
「
一
団
の

宅
地
」
と
い
う
。
）
の
面
積
計
算
書

二
　
一
団
の
宅
地
に
係
る
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

三
　
一
団
の
宅
地
の
方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物
を
記
載
し
た
付

近
見
取
図

四
　
一
団
の
宅
地
に
つ
い
て
、
面
積
の
計
算
上
必
要
な
事
項
、
各
敷
地
の

区
分
及
び
各
家
屋
の
位
置
を
記
載
し
た
縮
尺
三
百
分
の
一
の
図
面

五
　
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項

の
確
認
済
証
又
は
そ
の
写
し

六
　
当
該
申
請
を
住
宅
の
新
築
の
工
事
完
了
後
に
行
う
と
き
は
、
建
築
基

準
法
第
七
条
第
五
項
の
検
査
済
証
又
は
そ
の
写
し

七
　
申
請
者
の
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六

号
）
第
三
条
第
一
項
の
免
許
又
は
同
条
第
三
項
の
免
許
の
更
新
、
設
計

者
又
は
工
事
監
理
者
の
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
登
録
及
び
工
事
施
行
者
の
建

設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
許
可
又
は

同
条
第
三
項
の
許
可
の
更
新
に
関
す
る
調
書

八
　
延
床
面
積
、
各
階
ご
と
の
床
面
積
、
共
用
部
分
が
家
屋
の
延
床
面
積

に
占
め
る
比
率
そ
の
他
住
宅
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
を
算
定
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
床
面
積
計
算
書

九
　
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
と
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
以
外
の
部
分

と
の
別
、
専
有
部
分
と
共
用
部
分
と
の
別
及
び
住
宅
部
分
と
非
住
宅
部

分
と
の
別
を
記
載
し
た
各
階
平
面
図

十
　
方
位
、
間
取
り
、
各
室
の
用
途
、
壁
の
位
置
及
び
種
類
、
台
所
等
の

設
備
並
び
に
床
面
積
の
計
算
上
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
縮
尺
百
分
の

一
の
各
階
平
面
図

十
一
　
台
所
、
水
洗
便
所
、
洗
面
設
備
、
浴
室
及
び
収
納
設
備
に
関
す
る

説
明
書
及
び
図
面
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十
二
　
敷
地
面
積
計
算
書

十
三
　
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
敷
地
内
に
お
け
る
家
屋
及
び
附
属
家
屋

の
位
置
並
び
に
敷
地
面
積
の
計
算
上
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
縮
尺
二

百
分
の
一
の
配
置
図

十
四
　
請
負
契
約
書
そ
の
他
の
書
類
又
は
そ
の
写
し
で
、
住
宅
の
建
築
費

の
証
明
と
な
る
も
の

十
五
　
総
建
築
費
及
び
そ
の
細
目
で
あ
つ
て
、
本
体
工
事
、
特
殊
基
礎
工

事
及
び
各
附
属
設
備
工
事
ご
と
に
昭
和
五
十
四
年
建
設
省
告
示
第
七
百

六
十
八
号
第
三
第
四
号
に
規
定
す
る
建
築
費
に
含
ま
れ
る
費
用
と
含
ま

れ
な
い
費
用
と
を
区
分
し
た
も
の
、
請
負
契
約
書
そ
の
他
の
書
類
と
の

関
連
に
関
す
る
説
明
並
び
に
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
建
築
費

に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
建
築
費
計
算
書

十
六
　
当
該
住
宅
が
高
床
式
住
宅
（
豪
雪
地
に
お
い
て
積
雪
対
策
の
た
め

通
常
よ
り
床
を
高
く
し
た
住
宅
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
で
あ

つ
て
、
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
に
そ
の
旨
の
記
載
が
な
い
と
き
は
、
建

築
基
準
法
第
二
条
第
三
十
二
号
に
規
定
す
る
特
定
行
政
庁
の
当
該
住
宅

が
高
床
式
住
宅
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
で
床
面

積
の
記
載
の
あ
る
も
の

十
七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
の
新
築
の
工
事
完
了
前
に
法
第
三

十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
五
号
ニ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五

号
ニ
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
場
合
で
法
第
二
十
八
条
の
四
第
三
項

第
六
号
又
は
第
六
十
三
条
第
三
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
の
検
査
済
証
又
は
そ
の
写
し

二
　
法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
五
号
ニ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第

四
項
第
十
五
号
ニ
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
後
の
設
計
の
変
更
に

係
る
事
項
に
関
す
る
書
類

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

本
則
に
次
の
二
条
及
び
二
章
を
加
え
る
。

（
認
定
の
基
準
）

第
十
一
条

知
事
は
、
優
良
住
宅
の
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
申
請
に
係
る
住
宅
が
昭
和
五
十
四
年
建
設
省
告
示
第
七
百
六
十

八
号
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
当
該
申
請
の
手
続
が
こ
の
規

則
の
規
定
に
違
反
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
優
良
住
宅
の
認
定
を

行
う
も
の
と
す
る
。

（
認
定
済
証
の
交
付
）

第
十
二
条

知
事
は
、
優
良
住
宅
の
認
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
申
請
者
に
別

に
定
め
る
様
式
に
よ
る
認
定
済
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
等
の
認
定

（
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
等
の
申
請
）

第
十
三
条
　
令
第
二
十
条
の
二
第
十
一
項
若
し
く
は
第
三
十
八
条
の
四
第
二

十
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
「
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
」
と

い
う
。
）
又
は
令
第
二
十
五
条
の
四
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
九
条
の
七

第
九
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
「
特
定
民
間
再
開
発
事
業
認
定
」
と

い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
当
該
申
請
に
係
る
事
業
（
以
下
「
特
定
事
業
」
と
い
う
。
）
の
施
行

地
区
内
の
土
地
の
所
有
者
又
は
借
地
権
を
有
す
る
者
の
当
該
特
定
事
業

に
対
す
る
同
意
書
（
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の
表
第
一
号
の
上
欄

に
規
定
す
る
特
定
民
間
再
開
発
事
業
の
施
行
地
区
内
の
土
地
に
係
る
所

有
権
又
は
借
地
権
を
共
有
す
る
こ
と
と
な
る
者
の
同
意
書
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
者
が
当
該
共
有
に
対
し
同
意
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
も
の
）

二
　
特
定
事
業
の
施
行
地
区
内
の
土
地
及
び
建
物
の
登
記
事
項
証
明
書

（
借
地
権
に
つ
い
て
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
借
地
権
設
定
契

約
書
そ
の
他
の
借
地
権
が
存
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
）

三
　
特
定
事
業
の
施
行
地
区
の
方
位
、
道
路
、
目
標
と
な
る
地
物
及
び
施

行
地
区
を
記
載
し
た
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
付
近
見
取
図

四
　
各
敷
地
の
区
分
及
び
各
建
物
の
位
置
を
記
載
し
た
縮
尺
五
百
分
の
一

以
上
の
図
面

五
　
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
十
八
条
第
三
項
の
確
認
済
証
又

は
そ
の
写
し

六
　
特
定
事
業
に
係
る
中
高
層
の
耐
火
建
築
物
の
縮
尺
五
百
分
の
一
以
上

の
配
置
図
及
び
各
階
平
面
図

七
　
特
定
事
業
の
施
行
地
区
内
の
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
、
同
法
第
十
二
条

の
五
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
地
区
施
設
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に

規
定
す
る
空
地
の
位
置
及
び
規
模
を
記
載
し
た
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の

図
面

八
　
特
定
事
業
の
施
行
地
区
が
都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
五
第
三
項
に
規

定
す
る
再
開
発
等
促
進
区
の
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
二
項
第

三
号
に
規
定
す
る
地
区
整
備
計
画
の
写
し
及
び
建
築
基
準
法
第
六
十
八

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
条
例
の
写
し

九
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
地
区
外
転
出
事
情
認
定
の
申
請
）

第
十
四
条

令
第
二
十
五
条
の
四
第
十
六
項
又
は
第
三
十
九
条
の
七
第
十
一

項
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
「
地
区
外
転
出
事
情
認
定
」
と
い
う
。
）

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
省
令
第
十
八
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
省
令

で
定
め
る
事
情
に
よ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
、
同
条

第
四
項
又
は
省
令
第
二
十
二
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
省
令
で
定
め
る

事
情
に
よ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
住
民
票
、
身
体
障
害
者
手
帳
そ
の
他
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の

表
第
一
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資
産
の
譲
渡
を
し
た
個
人
又
は
そ
の
者
と

同
居
を
常
況
と
す
る
者
が
老
齢
で
あ
り
、
又
は
身
体
上
の
障
害
が
あ
る

こ
と
を
証
す
る
書
類

二
　
従
前
の
事
業
に
係
る
許
可
証
又
は
そ
の
写
し
、
法
人
の
登
記
事
項
証

明
書
そ
の
他
従
前
の
事
業
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
等
の
基
準
）

第
十
五
条

知
事
は
、
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
又
は
特
定
民
間
再
開

発
事
業
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
次
に
掲
げ

る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業

認
定
又
は
特
定
民
間
再
開
発
事
業
認
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
申
請
に
係
る
事
業
の
内
容
が
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
に

あ
つ
て
は
令
第
二
十
条
の
二
第
十
一
項
又
は
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十

項
、
特
定
民
間
再
開
発
事
業
認
定
に
あ
つ
て
は
令
第
二
十
五
条
の
四
第

二
項
又
は
第
三
十
九
条
の
七
第
九
項
に
規
定
す
る
令
で
定
め
る
事
業
の

要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
当
該
申
請
の
手
続
が
こ
の
規
則
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
。

（
地
区
外
転
出
事
情
認
定
の
基
準
）

第
十
六
条

知
事
は
、
地
区
外
転
出
事
情
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、

地
区
外
転
出
事
情
認
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
申
請
に
係
る
地
区
外
転
出
の
事
情
が
令
第
二
十
五
条
の
四
第
十

六
項
又
は
第
三
十
九
条
の
七
第
十
一
項
に
規
定
す
る
令
で
定
め
る
場
合

に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
当
該
申
請
の
手
続
が
こ
の
規
則
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
。

（
認
定
済
証
の
交
付
）

第
十
七
条

知
事
は
、
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
、
特
定
民
間
再
開
発

事
業
認
定
又
は
地
区
外
転
出
事
情
認
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
申
請
者
に
別

に
定
め
る
様
式
に
よ
る
認
定
済
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

雑
則

（
書
類
の
経
由
及
び
部
数
）

第
十
八
条

こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
提
出
す
る
書
類
（
以
下
「
書

類
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
申
請
又
は
届
出
に
係
る
土
地
の
区
域
を
所
管

す
る
地
域
振
興
局
長
を
経
由
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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書
類
の
部
数
は
、
正
本
一
部
及
び
副
本
一
部
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二

条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
宅
地
の
造
成
区
域
が
二
以
上
の
市
町
村
に
わ
た

る
と
き
は
、
副
本
の
部
数
は
、
当
該
市
町
村
の
数
と
同
じ
数
と
す
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
八
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
廃
止
）

２

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
四

十
九
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
権
限
移
譲
対

象
事
務
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
）

３

市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
権
限
移
譲
対

象
事
務
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
七
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
第
十
一
号
中
「
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認

定
事
務
取
扱
規
則
」
を
「
租
税
特
別
措
置
法
施
行
細
則
」
に
改
め
る
。
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